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置いてくれる場所には頭を痛め

　たらしいけど、10人に1人くら

　い見に来てくれて「かわいい」

　の言葉も聞えてきたような……。

●土市の人……立派なものをと意

斡

　　　　　　　たかが雪だるま

　　でも、りっぱな雪だるま

まつりを丸くした雪だるま

雪だるまさん

　
O

、
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そして、つくった皆さん

　　本当にありがとう。

各危醇ぷ”

雪だるまコンデストに355点

　　　雪まつり終了後に十日町青年会議所（阿部武市理事長）が実施

　　　した「雪だるま写真コンテスト」への応募数は、355点（総製作数

　　4，213個の8．4％）でした。まつりの原点を再確認できたこの作戦

　　に、今後は青年会議所の皆さんが「ギネス」への申請に資料整理

　　を行っているところです。この中に、このコンテスト応募の写真

　　や、雪まつり当日に撮影したビデオテープ（約3，200個）、さらに

　　　　　　　　　　　　　　　れた報道資料等が含まれています。

　　　　　　　　　　　　　　　　とにかく、ひとつひとつの小さ

　　　　　　　　　　　　　　　な輪が集まって大きなものになっ

懸瀬
　灘禦懸懸　　　　　、　　　　　　コンテストの入賞作品一部をお

気込んだわりには、男女一対の雪

だるま。男女描写をリアルにと思ったが、

国道一等地なので優等生スタイルになってしまった。

　　　　（その他7通もお便1）をいただきました）

とにかく楽しい「雪だるま写真展』

3／10㈱～24㈱
クロス101Fグランドホール

　この紙面発表の3賞のほか、28点の入賞作品を含め、応

募作品すべてを展示してあります。ぜひ、ご覧ください。

知らせしますが、あらためて、「ご

協力ありがとうございました」。

講難鍵…

難熱難

『鷺謙華・
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灘
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　　灘

。根津勝（聾璽）さん

懸リゾート整備基礎調査　②～③

籔「三好園」一般公開④

馨星空の街に選ばれました⑤

轡5万人のひろば　⑥～⑨

麟お　知　ら　せ　⑩～⑪

馨ふるさとの歴史散歩⑫



剛

　　　　ひく1ノゾートで創ろう黛1樹紀のまち・十欝町市重点整備地区

原など8地区肯同
が決まりました
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　昨年10月10日号の市報とおかまちでお知らせしましたが、当市を含む

14市町村「十日町市・魚沼・東頸城地域」が県のリゾート特定地域に決

まりました。その後、県を中心として重点整備地区の設定、地区ごとの

整備方針など、リゾート整備基本構想の骨格づくりの作業が進められ、

「新潟県大規模リゾート整備構想基礎調査」としてまとまりました。

　県では基礎調査を今年度中に、担当する6省庁（国土庁、農林水

産省、運輸省、通商産業省、建設省、自治省）に提出し、合同ヒア

リングを受け、早いうちに国の承認が受けられるよう作業を進

めていくことになります。

　重点整備地区の概要をお知らせします。
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　　（うち欝は主核）

△は副次核

8
つ
の
重
点
整
備
地
区

と
5
つ
の
副
次
核

　
上
の
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。
十
四
市

町
村
の
地
域
に
八
つ
の
重
点
整
備
地
区

と
五
つ
の
副
次
核
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
当
地
域
の
特
徴
で
あ
る
、
①
関
越
自

動
車
道
、
上
越
新
幹
線
に
よ
り
首
都
圏

か
ら
短
時
間
で
到
着
で
き
る
こ
と
②
四

季
の
す
ば
ら
し
さ
を
は
じ
め
、
雪
、
高

原
、
山
岳
、
食
べ
物
、
人
情
な
ど
豊
か

な
資
源
が
あ
る
こ
と
ー
を
生
か
し
な

が
ら
、
良
い
施
設
に
安
く
泊
ま
れ
、
何

度
も
来
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
、
豊
富
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く

り
を
進
め
、
日
本
の
休
暇
特
徴
や
日
本

人
の
リ
ゾ
ー
ト
志
向
に
合
っ
た
「
日
本

型
リ
ゾ
ー
ト
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
重
点
整
備
地
区
は
、
首
都
圏
か
ら
の

玄
関
口
で
あ
り
地
域
を
先
導
す
る
「
魚

沼
丘
陵
」
　
「
当
間
高
原
」
　
「
石
打
・
長

峰
奥
添
」
の
三
地
区
を
特
に
”
主
核
”

と
位
置
づ
け
、
八
地
区
間
は
国
・
県
道

等
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
約
一
時
間
で
行
き

来
で
き
る
距
離
に
あ
り
ま
す
。

　
副
次
核
は
、
重
点
整
備
地
区
の
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
面
で

の
分
担
的
役
割
を
も
ち
、
同
地
区
に
準

じ
た
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
　
「
美
佐
島
」
　
「
川
西
」
　
「
五
日
町
」

　
「
巻
機
山
山
麓
」
　
「
松
代
」
の
五
地
区

に
な
り
ま
す
。

2



自
然
・
立
地
を
生
か
す

　
　
　
　
日
本
型
リ
ゾ
ー
ト

　
ニ
ペ
ー
ジ
で
「
良
い
施
設
に
安
く
泊

ま
れ
る
」
と
い
い
ま
し
た
が
、
対
象
者

を
首
都
圏
に
住
む
平
均
的
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
家
族
や
若
者
、
学
生
、
社
会
人
、
老

人
等
と
し
、
四
季
を
通
し
て
利
用
、
活

動
で
き
る
リ
ゾ
ー
ト
ー
八
重
点
整
備

地
区
の
自
然
・
立
地
条
件
を
生
か
し
、

①
週
末
滞
在
型
②
週
末
・
中
長
期
滞
在

型
③
自
然
体
験
型
に
機
能
区
分
し
て
整

備
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
八
重
点
整
備
地
区
の
全
体
面
積
は
約

二
万
三
、
○
○
○
診
と
、
十
四
市
町
村

面
積
（
一
六
万
二
、
○
○
○
診
）
の
一

三
・
四
％
に
当
た
り
ま
す
。

魚沼丘陵地区当間高原地区
　
塩
沢
町
・
六
日
町
・
十
日
町

市
…
…
ス
キ
ー
場
を
核
と
し
な

が
ら
、
自
然
を
生
か
し
た
オ
ー

ル
シ
ー
ズ
ン
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
整
備

し
、
主
と
し
て
若
者
か
ら
壮
年

層
を
対
象
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
。
パ

ス
タ
イ
ル
の
「
国
際
的
な
交
歓

型
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」

十
日
町
市
・
中
里
村
…
…
広

大
な
高
原
と
自
然
、
文
化
を
生

か
し
な
が
ら
、
ス
キ
i
場
や
ゴ

ル
フ
場
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

陸
上
競
技
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ス
ポ
ー
ツ
や
大
会
議
が
で
き
る

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
を
備
え

た
、
若
者
か
ら
壮
年
層
を
対
象

と
し
た
「
高
原
リ
ゾ
ー
ト
」

石打・長峰奥添地区苗場山麓地区
　
塩
沢
町
・
中
里
村
…
…
既
設

の
ス
キ
ー
場
や
ゴ
ル
フ
場
等
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
民
宿
を
中
心

と
し
た
宿
泊
施
設
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
飯
士
山
周
辺
の
自

然
を
生
か
し
た
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
施
設
を
整
備
し
、
多
く
の

活
動
に
対
応
で
き
る
「
高
原
リ

ソ
ー
ト
」

　
津
南
町
・
中
里
村
…
…
グ
リ

ー
ン
ピ
ア
津
南
を
核
に
、
恵
ま

れ
た
自
然
、
大
規
模
農
地
の
開

発
と
の
調
和
を
保
ち
な
が
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
居
住
施
設
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
体
験
農

業
や
地
区
に
伝
わ
る
木
工
工
芸

の
創
作
活
動
が
行
え
る
「
健
康

保
養
型
リ
ゾ
ー
ト
」

越後三山山麓地区小出・大和地区
　
六
日
町
…
…
八
海
山
ス
キ
ー

場
に
加
え
、
阿
寺
山
、
三
国
川

ダ
ム
周
辺
の
山
岳
資
源
、
ダ
ム

湖
畔
、
鉱
山
の
廃
抗
な
ど
他
地

区
に
見
ら
れ
な
い
特
色
を
生
か

し
た
施
設
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
八
海
山
修
験
道
の
歴
史
に

ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
「
学
生

向
け
等
の
研
修
型
リ
ゾ
ー
ト
」

　
小
出
町
・
大
和
町
…
：
奥
只

見
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
域
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
と
、
総
合

的
な
健
康
、
福
祉
、
医
療
の
開

発
基
地
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、

国
際
大
学
を
通
じ
た
交
流
を
も

つ
「
健
康
・
国
際
交
流
型
リ
ゾ

ー
ト
」

川ロ・堀之内地区南越後地区

日本を代表する回図日圏

　昨年7月と今年2月、リゾート先進地か

ら開発担当者を迎えて、実践例についての
　　　　　　　　　　　　　　　　　あっ
講演をお願いしました。次に紹介する「安
ぴ

比」と「トマム」です。ともに開発の第一

歩はスキー場建設でしたが、わずか数年で

日本を代表するリゾートに変身しました。

安比高原

鞭
繊

6，000台収容、無料です

　
二
月
に
開
か
れ
た
冬
季
国
体
会
場
と

　
　
　
　
　
　
あ
し
ろ

な
っ
た
岩
手
県
安
代
町
。
関
東
圏
か
ら

新
幹
線
と
バ
ス
で
三
時
間
四
十
分
か
か

り
ま
す
。

　
昭
和
五
十
五
年
に
設
立
し
た
安
比
総

合
開
発
㈱
が
開
発
主
体
。
五
十
六
年
に

ス
キ
ー
場
を
オ
ー
プ
ン
、
そ
の
後
、
ペ

ン
シ
ョ
ン
用
地
の
造
成
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
観
光
牧
場
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
二
、

五
〇
〇
診
を
開
発
中
。
こ
れ
ま
で
の
投

資
額
は
二
百
億
円
、
従
業
員
は
四
百
五

十
人
で
す
。

　
昨
シ
ー
ズ
ン
の
ス
キ
ー
客
は
六
十
七

万
人
。
日
本
一
長
い
全
長
三
キ
。
の
ナ
イ

タ
ー
ゲ
レ
ン
デ
、
日
本
初
の
八
人
乗
り

ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
、
六
千
台
収
容
の
駐

車
場
な
ど
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

アルファリゾート・トマム

予想模型、広大な計画です

　
　
　
　
し
も
な
ノ
ぷ

　
北
海
道
占
冠
村
。
J
R
特
急
電
車
で

千
歳
空
港
か
ら
一
時
間
二
十
分
、
札
幌

か
ら
一
時
間
五
十
分
か
か
り
ま
す
。

　
　
蓄

　
仙
台
市
に
あ
る
関
兵
精
麦
㈱
と
㈱
ア

ル
フ
ァ
・
ト
マ
ム
、
㈱
ホ
テ
ル
ア
ル
フ

ァ
が
開
発
主
体
。
昭
和
五
十
八
年
、
ト

マ
ム
山
麓
一
、
○
○
○
診
に
ス
キ
i
場

オ
ー
プ
ン
、
そ
の
後
、
三
十
六
階
建
て

の
ホ
テ
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
を
開

発
。
今
年
は
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
。

こ
れ
ま
で
の
投
資
額
は
三
百
億
円
、
従

業
員
は
ア
ル
バ
イ
ト
も
含
め
て
五
百
人

で
す
。

　
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
米
国
・
ア
ス
ペ

ン
を
モ
デ
ル
に
「
世
界
的
に
通
用
す
る

通
年
型
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
都
市
」
を
目
指

し
て
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
川
ロ
町
・
堀
之
内
町
…
…
既

設
の
運
動
施
設
を
は
じ
め
、
清

流
、
観
光
牧
場
、
古
代
遺
跡
等

を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
奥
只
見
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
地
域
と
結
び
つ
い

た
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
高
齢
者
向

け
の
リ
ゾ
i
卜
」

　
津
南
町
・
安
塚
町
・
松
之
山

町
・
大
島
村
…
…
ブ
ナ
林
な
ど

の
自
然
資
源
、
牧
場
や
森
林
公

園
、
温
泉
等
を
生
か
し
た
保
養

施
設
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
克
雪
か
ら
利
雪
に
向
け
雪

を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り

雪
国
文
化
に
も
ふ
れ
る
「
自
然

体
験
型
リ
ゾ
ー
ト
」

鞭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
　
鍛
鯨
麟
燃
難
蝋

3と・おガ夢3　昭和63年3月10日
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入
乞

嚇
老
イ

　
誉
亦

菊
餐
一

一般公開をしま《難襲

　特別養護老人ホーム「三好園」の建設に当たり、多く

の皆さんから温かいご寄付をいただきまして誠にあり

がとうございました。

　おかげさまで予定どおり4月オープンに向けて準備

も順調に進んでいます。

　4月6日から少しずつ入所者の受け入れを開始しま

すが、入所に先立ってつぎのとおり一般公開を行いま

す。この機会にご近所やお仲問をお誘い合わせておい

でください。

★4月3日（日）・4日（月）：午前9時～午後4時

★4月5日（火）：午前9時～午前3時

響醸
．

∠ 下条駅

　　　　　　　　　　　バス停
＿粁谷市へ　　？r下条中央」

一

バス停
r下条」？

十日町市街へ→

る国道117号線、畝停i
バス停　　　　　　　　　r下条中央」
「下条」

下条山口医院

三好園（桑原）

中町歯科医院

三
好
園
案
内
図

電気・機械室

洗濯室

家族宿泊室

ボランティ

ア室

聾霧室

職員便所 宿直室

礼拝室

接
一
一

面
コ
ナ

三1二

玄　　関

お手洗い 翻　練　窒

倉庫 事　務　室 介護者教責室

食　　　堂

厨
、
一
房

繋塁

更衣室1

墜畠

ピ　ロ　テ　ィ

応接室
休養室兼

食　　堂

□　　　　はディ・サービスセンター

　　　　部分です

鷹

特別浴室

脱　衣　室

　　　　　　職員
機能回復訓練室　　　休憩室

談　　話　　室

一般浴室

堂食

三11

お手洗い

リネン室

静養室

難、帯室

介護材料室

お手洗い

口 は居室部分です
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新
た
に
使
用
区
域
が

広
が
り
ま
し
た
ー
下
水
道

　
今
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
、

つ
ぎ
の
区
域
r
二
十
一
町
内
、

三
百
二
十
六
棟
が
、
さ
ら
に
供

用
開
始
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
下
水
道
を
利
用
で
き
る
区

域
は
、
約
二
百
五
十
二
診
、
三

千
八
百
七
十
棟
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
区
域
の
家
庭
や
事
業
所

で
は
ー
①
台
所
、
風
呂
場
、

浄
化
槽
な
ど
か
ら
出
る
汚
水
の

排
水
設
備
を
速
や
か
に
設
置
②

く
み
取
り
便
所
を
六
十
六
年
三

月
三
十
日
ま
で
に
水
洗
便
所
に

改
造
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
あ
区
域
内
に
建
物

を
新
築
し
た
り
、
増
・
改
築
で

便
所
を
改
造
す
る
と
き
は
、
水

洗
便
所
で
な
い
と
建
築
基
準
法

の
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

●
供
用
開
始
町
内

　
高
田
町
一
、
高
田
町
三
東
・

三
西
・
三
南
、
九
山
町
、
稲
荷

町
三
本
通
り
・
三
北
・
四
、
西

本
町
二
、
千
代
田
町
、
島
、
高

山
二
・
三
・
四
、
錦
町
一
・
二
、

美
雪
町
マ
ニ
、
春
日
町
二
・
三
、

高
田
町
六
の
各
一
部
で
す
。

●
供
用
開
始
の
区
域
を
縦
覧
で

　
き
ま
す

縦
覧
場
所
　
下
水
道
課

期
間
三
月
十
五
日
㈹

　
　
　
　
　
～
二
十
八
日
㈹

■
間
い
合
わ
せ
”
下
水
道
課
管

理
係
（
智
5
7
－
3
1
1
1
内
線

胴
）
へ
。

　テレビ放映　　「南中学校」出演

　　全日本・人文字
　　コンテストが
　2月15日、城ケ丘グラウンドでテレビ

撮影が行われた「全日本・人文字コンテ

スト」の審査結果を発表するテレビ放映

日が決まりました。

放映日3月24日休）午後7時～9時
テレビ番組　日本テレビ・木曜スペシャ

　　　　　ルで

117号線国i重

↓
　
緬
　
　
　
へ

鵯
藻
灘

　
　
□
　
　
林
陀

　
　
　
　
　
　
殖
　
あ

　
　
　
　
　
　
　
，
’
r

・
鐙

鋤
蓼

野

破
　
虜
〆

、
墨
警

　
　
　
　
　
糠

鍛
麟
・

　
　
醇
多
　
’

国道117号線から車で約5分。

植林記念碑付近が今回の観測場所

です。

鶴糊9嘱，！

十日町市では、20人が参加し、それ

ぞれが3～7個を観測。最も暗い星

は9．3等星でした。

　
「
星
空
が
よ
く
見
え
る
地
域
」

と
し
て
、
十
日
町
市
が
環
境
庁

の
主
催
す
る
ス
タ
i
・
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
「
星
座
の
街
」
コ
ン
テ

ス
ト
で
観
測
結
果
が
特
に
優
れ

て
い
た
た
め
に
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
昨
年
の
夏
、
環
境
庁

が
、
自
ら
の
住
む
地
域
の
大
気

へ
の
関
心
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
大
気
汚
染
の
状
況
は
、
全
般

的
に
改
善
の
傾
向
を
示
し
て
い

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
多
く
の

問
題
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
の

大
気
の
状
態
を
知
る
手
段
の
一

つ
と
し
て
星
の
観
測
を
行
い
、

全
国
的
な
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
は
、
全
国
か
ら
二
一

七
市
町
村
、
約
一
万
人
が
参
加
。

星
が
よ
く
見
え
た
一
〇
八
市
町

村
が
「
星
空
の
街
」
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
十
日
町
市
で
は
、
十
日
町
星

の
会
な
ど
の
協
力
で
市
民
ス
キ

ー
場
の
頂
上
で
観
測
を
行
っ
た

も
の
で
す
。
県
内
は
、
長
岡
市
、

紫
雲
寺
町
が
参
加
し
ま
し
た
。

はり協星

1蘇
1色

アミのかかった部分に

双眼鏡で見える最も暗

い星を観測しました。

（星座はこと座）

　雪まつり期間中、クロス10で行われた、

「総額100万円」ビッグプレゼントには

3，027通（県外1，774通、県内852通、市内

401通）の投票がありました。その結果

をお知らせします。　（敬称略）

特賞十日町友禅訪問着：小林光子

　（東京都）　十日町振袖：伊賀上晴加

　（千葉県）　十日町紬着尺：金沢ヤス

　子（新潟市）

一　等　コシヒカリ20kg米俵：下里ひと

　み（愛知県）ほか2名

二　等　十日町紬バック：金子綾子（柏

　崎市）ほか4名

三　等　地酒：小林恵子（小千谷市）ほ

　か4名

　
　
　
静

子
　
　
（

恵
　
　
子

美
　
　
悦

井
　
　
井

酒
　
　
高

ば
名
ド

そ
9
　
一

お
か
力

物
ほ
ン
名

名
　
　
ホ
6
9

後
幻
レ
か

越
町
テ
ほ

　
本
　
　
）

等
西
等
市

　
（
　
　
岡

四
　
　
五

5と’お．ガ夢3昭和63年3月10日

　1



　l

市民交流が始まりました
　　　　湘南の茅ケ崎市の皆さんです

．
飛
．ク齢簾欝

「ブス、とても温かい豪

ですね」と皆さんが。

雪像や雪だるま。十日町の写真を

見たり、話を聞いて作りました。

　2月27日（土）、演劇サークル・演親会が神奈川県の茅

ケ崎市立小和田公民館で民話劇「ブス」を上演しまし

た。公民館同士のつきあいから話が出て、小和田公民

館まつり「演劇の夕べ」に招待されたものです。同公

民館は当市でいえば地区公民館に当たり、　「公民館が

欲しい」という住民の運動が実って出来たものです。

　演劇の夕べはまつ1）の目玉で、約100人が車椅子女

優の萩生田さんの民話語り、演親会のブスを楽しみま

した。またロビーの「十日町コーナー」では、豪雪や

雪まつりの写真、公民館の文集、子どもたちが作った

紙粘土の雪像の展示のほか、雪まつ1）ビデオも流され

て、ちょっとした十日町ブームでした。

　公民館まつりは25日から28日までの4日間。計画づ

く
．

り、会場準備、当日の運営まで、すべてが市民主導

で行われているそうです。

「吉田地区民スキー大会」

春を呼ぶ、がんばりでした

　　3月6日、晴れの日曜日です「川治町内対抗雪上運動会」

　　　　　　　　　　　　　　1’羅…翻黎．短瓢1．』騨
かれました・昨年、i懸、
まではクロスカン　　澱　　　騨　　　　　　　鯉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きトリーの競技だけ　騒『『　、嚇　　．　　　、翻．

でしたが・より多　　　　・麗響導．．酬

くの人たちから参

加してもらおうと、　　　どっちが勝つか「障害物競走」

今年からレクリエーション種目を加えました。

　初めてのため3種目でしたが楽しさ倍増、来年はもっと

種目を多くという声が聞かれました。

　　　　　　　　　　　　　ぞウンドで、第5回　　　　塁　、亀…1繍蠣　’　臨

会が開かれました・1　撃・．．鍵懲
上町、中町、内後、　　　　　　　　　　鱗　繋，　　灘

瓢謂敷潮欄毫謬
抗戦です。　　　　　　　　　　　　　　甲麟

　出場選手は幼児　　　悪戦苦闘「雪上多種目リレー」

からお年寄1）まで、競技数は17種目もあります。スコップ

をソリにして引っぱったり、スノーボートに腹ばいになっ

て手でこいだり、雪の中の楽しいコミュニケーションです。

醤　　　　　　　　　v　　　　　　　　灘’　　　　　　踵　　　　　畠・　　　A　　　帯　　㌘　o戯　蓑　醒嶺灘

　　　臨　　■■
　弱　》
　．“　　灘羅雛　　　　’喪

　　　．欝
　’翼　く藤欄’　養　雛　．暖

　ロウじ聾唾　i嚢

⑪

　
昭
和
十
二
年
に
東
京
に
出
て
ハ
ン
ド

バ
ッ
ク
製
造
の
職
に
就
き
、
そ
の
後
、

体
調
を
悪
く
し
て
郷
里
に
戻
り
、
今
の

出
機
を
始
め
て
三
十
年
。

　
初
め
の
う
ち
は
誤
っ
て
切
っ
た
糸
を

結
ぶ
こ
と
も
で
き
な
く
、
愛
妻
の
カ
ズ

イ
さ
ん
の
友
達
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け

な
が
ら
苦
心
苦
労
の
連
続
。

コ
反
を
織
り
上
げ
る
の
に
十
日
間
も

か
か
り
、
織
機
が
故
障
す
る
と
夜
も
寝

ず
に
研
究
を
重
ね
て
よ
う
や
く
直
す
こ

と
か
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

柔
和
な
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
「
織
り
も
い
い
で
す
け
ど
需
要
こ
そ

第
一
で
す
ね
」
と
強
調
し
、
「
出
機
の

玉
を
町
か
ら
運
ん
で
来
る
の
に
背
中
か

　
　
　
　
　
　
　

ら
そ
り
に
、
そ
し
て
自
転
車
、
バ
イ
ク
、

自
動
車
」
と
、
そ
の
変
わ
り
よ
う
を
懐

か
し
そ
う
に
。

　
機
を
織
り
な
が
ら
、
好
き
な
俳
句
を

出機歴30年
古沢　虎治さん（65歳）

（南鐙坂費57－6839）

ひ
ね
り
、
　
「
織
り
な
す
一
本
一
本
の
糸

か
ら
反
物
が
で
き
る
喜
び
が
量
口
同
で
す
。

こ
れ
ま
で
一
万
反
ぐ
ら
い
織
っ
た
で
し

ょ
う
か
。
辛
苦
な
仕
事
だ
け
に
創
意
と

工
夫
が
必
要
で
す
。
よ
い
反
物
を
作
る

に
は
研
究
心
を
怠
っ
て
は
だ
め
で
す
」

と
頑
固
な
職
人
気
質
を
の
ぞ
か
せ
、
誇

ら
し
げ
な
古
沢
さ
ん
。

　
ス
ト
レ
ス
解
消
法
の
一
つ
と
し
て
詩

吟
を
習
い
、
十
年
が
た
ち
、
今
で
は
欲

張
っ
て
”
八
段
師
範
（
神
風
流
）
”
の

免
状
を
取
得
し
た
ば
か
り
と
大
喜
び
。

　
「
反
物
の
柄
も
カ
ラ
フ
ル
に
。
お
客

さ
ん
か
ら
の
注
文
も
強
く
、
緊
張
感
が

あ
っ
た
か
ら
こ
の
仕
事
が
で
き
ま
し
た
。

ほ
か
に
能
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
せ
め

て
伝
統
産
業
に
輝
か
し
い
足
跡
を
残
し

た
い
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　
途
切
れ
も
な
く
、
お
二
人
で
機
を
織

る
姿
が
と
っ
て
も
幸
せ
そ
う
で
す
。
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みなさんと一緒につくるぺ一ジです。

楽しい話題や出来事、また「こんなことを取

り上げて」といったご意見など、何でもお寄

せください。

取材や写真撮影が必要なものは、連絡をいた

だければお伺いします。

連絡は一総務課文書広報係（奮57－3111内

線213、214）

⑫　　セフティクラワ
　　　　rロードマン

連絡先：熊木　薫さん

（稲荷町4費57－1927）

　
「
自
分
の
気
に
入
っ
た
バ
イ
ク
で
自

由
に
走
る
と
視
界
が
開
け
、
快
感
が
味

わ
え
ま
す
。
そ
ん
な
気
持
ち
で
、
安
全

運
転
を
心
掛
け
て
走
行
で
き
る
人
で
し

た
ら
、
ど
な
た
も
参
加
で
き
ま
す
」
と

会
の
目
的
を
満
足
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　
現
在
、
会
員
は
四
十
人
。
　
「
最
近
、

女
性
ラ
イ
ダ
ー
が
加
わ
っ
て
カ
ラ
フ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

に
な
り
ま
し
た
。
バ
イ
ク
も
市
民
権
を

得
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
と
代
表
の

熊
木
さ
ん
が
全
国
的
な
ツ
ー
リ
ン
グ
ブ

ー
ム
を
細
や
か
に
。

　
活
動
は
、
月
一
回
の
日
帰
り
ツ
ー
リ

ン
グ
を
は
じ
め
、
年
二
回
の
一
泊
ツ
ー

リ
ン
グ
。
そ
の
ほ
か
、
林
道
・
キ
ャ
ン

プ
ツ
ー
リ
ン
グ
・
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
参
加

な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
に
対
し
て
再
認
識

す
る
た
め
に
菅
生
サ
ー
キ
ッ
ト
レ
ー
シ

ン
グ
コ
ー
ス
（
宮
城
県
）
の
体
験
走
行

に
も
行
き
ま
す
。
友
好
ク
ラ
ブ
も
三
条

・
燕
・
加
茂
に
も
あ
り
、
合
同
ツ
ー
リ

ン
グ
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
今
年
の
合
同
ツ
ー
リ
ン
グ
は
山
荘

No24

輝
　
　
　
　
　
＄

葦

満
月
の
夜
に
集
ま
る
面
々
た
ち

　
　
　
　
　
　
「
十
日
町
月
光
ク
ラ
ブ
（
村
山
　
政
文
代
表
）
」

黙幕大赤う尺で
自然食昂

　
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
を
求
め
る
集
団

　
十
日
町
月
光
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
五
十

八
年
九
月
に
有
志
八
人
で
発
足
し
ま
し

た
。
別
名
「
キ
印
会
」
と
も
い
い
、
現

在
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
を
第
一
義
と

す
る
メ
ン
バ
i
十
二
人
で
毎
月
一
回
、

満
月
の
夜
に
例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
会
の
名
称
は
、
十
八
世
紀
に
英
国
エ

ジ
ン
バ
ラ
地
方
に
あ
っ
た
会
か
ら
と
っ

た
も
の
で
す
。
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ワ
ッ
ト

や
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
祖
父
等
が
、
満
月
の

夜
、
馬
を
飛
ば
し
て
参
集
し
て
は
夜
を

徹
し
て
自
由
な
雰
囲
気
の
中
で
語
り
明

か
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
中
か
ら
数
々

の
す
ぐ
れ
た
発
明
や
発
見
が
生
ま
れ
た

話
が
残
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
満
月
の

夜
に
人
は
狂
気
に
な
る
と
信
じ
ら
れ
て

い
た
時
代
、
そ
の
会
は
「
ル
ナ
ー
・
ソ

サ
ィ
ア
テ
ィ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。　

私
た
ち
は
、
　
「
ル
ナ
ー
・
ソ
サ
ィ
ア

テ
ィ
ー
」
を
「
月
光
ク
ラ
ブ
」
と
訳
し
、

こ
れ
に
あ
や
か
っ
て
、
年
齢
、
職
業
、

立
場
を
こ
え
た
人
た
ち
と
の
交
流
の
中

か
ら
、
自
由
な
発
想
を
出
し
合
う
こ
と

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
を
提
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
月
光
ク
ラ
ブ
は
、
言
い
出
し
っ
ぺ
の

意
見
を
盛
り
立
て
ま
す
。
自
分
た
ち
の

を
借
り
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
や
ろ
う
」

と
早
く
も
春
を
迎
え
て
会
員
の
夢
は
膨

ら
む
ば
か
り
。
「
心
が
と
き
め
き
ま
す
。

あ
な
た
も
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
鍾

　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
碑

　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
詩

　
　
　
　
，

　
　
　
　
響

ロマンを求めて走ります

仕
事
や
生
き
方
を
考
え
る
と
同
時
に
、

明
日
の
地
域
の
問
題
を
考
え
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
当
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
ま
で
に
①
飯
山

線
「
だ
い
ろ
列
車
」
の
提
案
②
き
も
の

で
集
う
「
町
内
落
語
会
」
の
開
催
③
郡

市
内
の
中
学
校
へ
落
語
会
の
お
世
話
④

各
界
の
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
と
の
懇
談
会

の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現

在
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
の
設
立
を

提
言
し
、
賛
同
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
活
動
が
そ
れ
な
り
の
成

果
を
残
さ
れ
た
の
は
、
多
数
の
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
よ
り
一
層
独
自
の

視
点
か
ら
、
新
し
い
発
想
で
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　　は＼最も身近な市民サービスを取り

　国民年金委員のメンバーである宮嶋ヨ

長にお話をしていただきました。

　市役所の顔として市民の皆さんに

扱う窓□業務「市民課」を取り上げ。

ネ子さん（伊達2）と高橋輝雄・市民課

　
温
か
い
気
持
ち
で

　
　
　
　
　
接
し
て
い
ま
す

宮
嶋
　
こ
れ
か
ら
市
役
所
の
窓
口
は
、

入
学
や
卒
業
、
転
勤
の
シ
ー
ズ
ン
で
訪

れ
る
人
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
け
ど
、

ど
れ
く
ら
い
お
い
で
に
な
る
も
の
で
し

よ
　
　
　
》
o

　
う
力

高
橋
　
一
日
平
均
三
百
人
前
後
で
す
。

市
民
課
は
市
役
所
の
顔
で
す
の
で
言
葉

使
い
や
態
度
な
ど
の
応
対
に
注
意
し
て

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

宮
嶋
　
私
は
、
仕
事
の
関
係
で
市
民
課

に
来
ま
す
。
用
を
た
す
時
、
窓
口
で
気

軽
に
座
っ
て
待
つ
こ
と
が
出
来
る
ス
タ

イ
ル
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
意
味
で

大
変
結
構
な
こ
と
で
す
ね
。

　
あ
る
新
聞
記
事
に
県
警
で
は
、
三
、

四
月
を
「
適
切
な
市
民
応
接
推
進
月
間
」

と
し
て
ソ
フ
ト
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
努

力
を
し
て
い
ま
す
ね
。

高
橋
　
相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
”
正

確
と
ス
ピ
ー
ド
”
を
モ
ッ
ト
ー
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
届
け
出
は
早
目
に

　
　
　
　
　
し
て
く
だ
さ
い

宮
嶋
　
皆
さ
ん
が
一
番
接
す
る
機
会
が

多
い
所
で
す
か
ら
、
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
市
民
課
で
取
り
扱
っ
て

い
る
お
仕
事
は
ど
ん
な
内
容
で
す
か
。

高
橋
　
皆
さ
ん
の
身
分
を
公
証
す
る
基

本
的
な
事
柄
の
戸
籍
関
係
や
将
来
の
安

定
的
な
生
活
を
保
障
す
る
国
民
年
金
の

事
務
で
す
。
戸
籍
・
住
民
票
関
係
は
、

異
動
届
け
を
期
間
内
に
し
っ
か
り
と
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
で
す
ね
。
戸
籍
や
住
民
票
、
印
鑑
証

、
明
な
ど
の
交
付
は
、
住
民
デ
ー
タ
の
集

中
管
理
お
よ
び
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
導
入

で
各
出
張
所
（
吉
田
・
下
条
・
水
沢
）
管

内
の
皆
さ
ん
が
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

宮
嶋
　
市
民
を
歩
か
せ
な
い
窓
口
と
し

て
拡
大
さ
れ
て
よ
く
な
り
ま
し
た
ね
。

そ
の
ほ
か
、
身
近
な
仕
事
と
言
え
ば
。宮嶋ヨネ子さん

　
相
談
窓
口
を
設
け

　
　
　
　
　
　
　
て
あ
り
ま
す
・

高
橋
　
人
権
擁
護
や
行
政
相
談
の
窓
口

を
設
け
て
い
ま
す
。
人
権
擁
護
は
、
お

互
い
に
人
権
を
守
っ
て
明
る
い
社
会
を

つ
く
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
た
と
え

ば
、
①
他
人
か
ら
不
当
に
仲
間
は
ず
れ

や
、
差
別
を
受
け
た
と
き
②
変
な
う
わ

さ
を
た
て
ら
れ
、
名
誉
や
信
用
を
失
っ

高橋輝雄課長

た
と
き
②
ひ
ど
い
騒
音
、
震
動
、
悪
臭

な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
き
。

　
ま
た
、
道
路
・
税
金
な
ど
の
不
満
や

要
望
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
制
度
が

　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
し
た

宮
嶋
　
私
も
国
民
年
金
委
員
の
委
嘱
を

受
け
て
月
末
に
な
る
と
加
入
者
の
家
へ

保
険
料
の
集
金
に
行
っ
て
い
ま
す
。
よ

く
年
金
の
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
す
。

　
一
昨
年
、
年
金
法
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
が
そ
の
主
な
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

高
橋
　
皆
さ
ん
に
共
通
の
基
礎
年
金
を

支
給
し
、
長
期
的
に
安
定
し
た
制
度
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
は
外
国
に
比

べ
て
例
を
み
な
い
速
さ
で
高
齢
化
社
会

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
，
老
後
の
生
活
保
障
や
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
年

金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
保
険
料
を
負
担
す
る

人
と
受
給
す
る
人
と
の
社
会
的
な
助
け

合
い
の
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

加
入
す
る
人
の
範
囲
が
拡
大
し
、
厚
生

年
金
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
二
十
歳
以

上
六
十
歳
未
満
の
人
は
、
届
け
出
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。

宮
嶋
　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
い
時
に
は
、
よ
い
方
法
が
あ
る
と
お

聞
き
し
て
い
ま
す
が
。

高
橋
　
大
切
な
こ
と
は
、
保
険
料
を
未

納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
将
来
、
年
金

を
受
給
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
出
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ま
す
の
で
き
ち
ん
と
納
め
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
ど

う
し
て
も
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
「
申

請
免
除
」
の
方
法
が
あ
り
、
ご
相
談
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
嶋
　
今
ま
で
触
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が

市
民
課
に
来
る
時
、
注
意
し
て
い
た
だ

き
た
い
点
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

高
橋
　
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
「
印

鑑
・
手
数
料
」
を
忘
れ
な
い
で
。
ま
た
、

「
自
分
の
町
名
・
番
地
・
世
帯
主
」
を

確
認
し
て
来
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

で
す
ね
。

　　　学生・転勤者は異動届け出を忘れずに！！
転出届　転出する5日くらい前に。

　o必要なもの……印鑑、国民健康保険証（加入者）、印鑑登録証（登録者）

　　　　　　　　老人医療受給者証（加入者）

転居届　市内で住所が変わった人は、14日以内に。

　○必要なもの……印鑑、国民健康保険証（加入者）、年金手帳（加入者）

転入届　十日町に転入して来た人は、14日以内に。

　O必要なもの……前住所地の市区町村発行の転出証明書、印鑑、年金手帳

　　　　　　　　　（加入者）、国民健康保険証（家族が加入している者）
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6藏

　
　
剤

れ
⑳
＆

〃
　
伍

き
　
嶋

レ
　
大

洋一・かおるさん長男

　（上新田4）

8人家族でにぎやかだから．ボクも妹（夏美ち

やん4歳8カ月）もご機嫌だよ。春からは幼稚園

に行けるから．またまたご機嫌になれるよ。

　
　
　
（
6
歳
）

徳
永
秀
之
く
ん

糟婁欝
　　　　　　　　》もうすぐ入学だよ．、」、学生らし鷺翻難

いボク睨える櫨．　　緯繋騨

《

柳

　
　
（
6
歳
）

理
絵
ち
ゃ
ん 禰　

曳

卒園記念でかきました。目と長

い髪が大好きです。

．．．．鷲、，．．龍．．）わ瞬殊

嚢ニンジン……中1本

　　　　　　　　　　　　　　　　　うや懸ショウガ……40g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
　　　　　　　　　　　　　　　　は嚢スルメ……2枚
　　　　　　　　　　　　　　　　とん麟昆布……50cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　’

緻の子……2・・g　　　　　　　も萢
つけ汁　　　　　　　　　　し廼
　　　　　　　　　　　　　　　　に馨酒…600cc●しょうゆ…150cc　　　　　　“　　 い

難砂糖……大さじ1　 ’！で轡化学調味料……少々　　　　　一12一す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
酌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
9
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
わ
が
家
で
は
大
好
物
の
ひ
と
つ
、
大

鉢
い
っ
ぱ
い
に
作
り
ま
す
。
干
大
根
も

自
家
製
。
八
ツ
割
り
に
し
て
、
つ
る
し

て
干
し
ま
す
が
、
1
2
月
の
寒
風
に
干
す

と
甘
味
が
で
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
作
り
方

①
干
大
根
は
熱
い
湯
で
も
み
洗
い
を
し

て
か
ら
、
水
気
を
き
り
、
厚
さ
2
，
リ
ほ

ど
に
切
る
。

②
ニ
ン
ジ
ン
、
シ
ョ
ウ
ガ
は
千
切
り
に

干大根の甘味でつい食

べてしまいます

翻
囲
鋼
網
劃
嘱

麟
纏
緋

ゐ

す
る
。
ス
ル
メ
は
細
く
切
り
、
熱
湯
で

さ
っ
と
洗
う
。
昆
布
は
水
洗
い
し
、
細

く
切
る
。

③
数
の
子
は
塩
ぬ
き
を
し
て
か
ら
、
薄

皮
を
取
っ
て
、
細
か
く
切
る
。

④
つ
け
汁
を
煮
立
て
、
冷
め
た
ら
材
料

を
入
れ
、
味
が
し
み
わ
た
る
よ
う
に
か

き
混
ぜ
る
。

ポ
イ
ン
ト
◆
干
大
根
は
甘
味
が
ぬ
け
な

い
よ
う
に
、
長
く
も
み
洗
い
を
し
な
い

こ
と
。

’●」

’
灘

目標があるから、生徒たちの
　　　　　　　　　した。
頑張りもちがいます。

　
』
盟
　
　
2

　
5
　
　
1

漆
楓

だス竃」ンヤ
　
、

串
晶
廃
品
回
収
で
活
動

　
生
徒
会
活
動
と
し

廃
品
回
収
を
し
て
い

金
で
昨
年
六
月
、
父

堀
ギ
タ
ー
オ
ー
ケ
ス

開
き
ま
し
た
。

資
金
づ
く
り

て
春
、
夏
、
秋
と

ま
す
。
そ
の
収
益

兄
を
招
待
し
て
新

ト
ラ
の
演
奏
会
を

吉田中学校

知性、豊かな心、たくましさ

晶
勤
労
生
産
学
習
　
　
　
　
　
　
　
　
靹

　
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
、
収
穫
の
鞭

喜
び
を
味
わ
お
う
と
勤
労
生
産
学
習
に
瓶

頑
張
っ
て
い
ま
す
．
昨
年
は
近
－
蕊

で
大
豆
を
作
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
生
職

徒
も
多
い
の
で
す
が
、
く
わ
を
持
つ
手
職

は
な
か
な
か
の
も
の
で
す
・
　
　
靴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
齪
驚
　
　
　
鞭

劉
灘
魑
、
，
　
．
醗
α
臨

　
　
魏
、
　
噸
懲
　
づ
ま
靹

．
、
、
藝
鐵
暖
，
，
　
灘
　
　
畑
き
戦

，
羅
．
　
翻
灘
灘
罪
総

　
　
　
ー
ー
　
・
　
難
磁
　
　
　
靹

晶
夏
季
訓
練
（
7
月
1
7
・
1
8
日
）
　
　
靹

　
全
校
生
徒
が
協
力
・
た
く
さ
ん
の
思
靹

い
出
が
で
き
ま
し
た
・
　
　
靹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
靹

㎝
、
鰯
　
鱒
馨
㌶
㎜

灘醗競

懸

灘
覇
騨
搬
蕪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞘

晶
全
校
一
斉
卜
　
騒
輔
．
．
．
撚
．
　
轟
、
猟

羅
畷
難
馨
㎜

走
り
ま
す
。
日
　
憎
澱
　
．
、
■
彪
糾

齢
麟
梶
』
．
畿
．
醗
墜
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍
、

体
力
増
進
で
す
。
　
y

　
　
　
　
（
吉
田
中
・
会
報
委
員
会
）

塁
紺
　
．
。
　
　
曹
。
　
　
曾
．
　
　
・
。
　
　
』
。
　
　
。
．
　
　
．
．
　
　
…
り
　
　
・
…
⇔
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コ翻飼8逡 市役所盈57－3111（〒948千歳町3－3）

若いあなた、参加しませんか

63年度『ヤシヴカルチヤの＆ヘルシ∩』

　　　　　　　勤労青少年ホーム（費57－8918）

■受講資格二市内に居住、勤務する18歳から30歳まで

の未婚の青少年男女。

■申し込み二3月15日から受け付けます。申込時に保

険料190円、利用者協議会費310円を納めてください。

コース名 長　　　　　　　　　期 中　o期 短　　　　　　　期

講座名 花　道　A 花　道　B 茶　　　道 料　　　理 きもの着付 テ　ニ　ス　ー 英　会　話 灘燐熱工湘瞼ス

期　　　間 4　月　～　64年　3　月 4月～11月 5月～7月 4月～6月 5月～7月

回　　　数 25回 25回 48回 26回 31回 ／0回 11回 ／3回

曜　　　日 第／・第3木曜日 第2・第4木躍日 笛週月曜日 第／・第3水曜日 笛週金曜日 毎週木曜日 笛週金曜日 毎週月曜日

時　　　間 夜　6　日寺30分～　9　日寺 夜6時30分～9時 夜7時30分～9時30分 夜　　7　　0寺　　～　　9　　日寺

募集人数 30人 30人 15人 20人 20人 20人 15人 30人

教材賛ほか 月　2，300円 月　2，300円 年　9，000円 年　／2，000円 8カ月7，000円 3カ月2，000円 3カ月3，000円 3カ月2，000円

講　　　師
（敬称略）

太田　千代子 太田　干代子 徳永　久美子 高梨　　泰子 宮田　　晴江 渡辺　　淳一 近藤　　秀子 大□　　悦子

　特別養護老人ホーム「三好園」建

設運営資金（2月23臼受け柑け分ま

で）＝累計274町内＼22団体＼／08個

人，45／法人から4，803万0，389円

■団体　中条中学校生従会（チャリ

ティバザー収益金・6万5，000円）

十日町薬業組合（20万円）な｝）た客

一同（下条中央通を）・4，000円）十

日町市・中魚沼郡医師会（100万円）

■法人　十日町地区二青柳織物㈱、

蕪重織物㈱、十日町水道工業㈱、十

日町水道工業㈱・平和水管㈱共同企

業体、㈲滝長商店、根準絞織㈱

川治地区二㈱松山

中条地区＝㈱美佐伝、㈱美佐伝・魚

沼水道㈱建設設備工事共同企業体

　社会福祉事業へ＝佐野良吉（稲荷

町3東・10万円）岡村建治（1，000

円）渡辺ムク（栄町・3万円…香典

返し）上越ヤクルト販売㈱（2万円）

J　R十日町駅（4，182円）スナック

アムール（本町5・8トラカラオケ

テープ280本、歌詞カード5冊…身

体障害者会青年部へ）匿名（1万円）

匿名（5，000円）

　身体障害者福祉センターへ＝塚原

町町内会（1，000円）

　つつじ工房へ二十日町市農業協同

組合（5，398円）

　国際交流・文化スポーツ基金（3

目／日現在：4，4／0万／，757円）＝植

木組㈱豊親会（千歳町3・10万円）

楽しρもうスポーツ・つくるう健廉 体育課　（総合体育館内智52－4377）

62年度年間使用券の有効期限・3月31日までです

　63年度分の申し込みは4月

1日（金）から始めます。お得な

年間券で体力づくりをしてみ

てください。

　「年間使用」①許可の期間

は2力年度以上の会計年度に

わたりません。②期間計算で、

ひと月に満たない場合はひと

月とします。

施　　　設　　　名 一般、高校生 中学生以下

屋
　
　
　
内

総　合　体　育　館

市　民　体　育　館

武　道　館　共通

4ヵ月券

6　ノノ

／2　ノノ

800円
／，200円

2，000円

400円
600円

／，000円

市民スポーツハウス

ワックスルーム
4カ月券

　妻

600円 300円

屋
　
　
外

信濃川運動公園サッ

カー場

庭　　　球　　　場

陸　上　競　技　場

4カ月券

8　ノノ

700円

／，200円

350円

600円

水泳指導員を募集
　水泳指導員を募集します。アルバ

イトも可能です。

■対　象一高校卒業以上の男女で30

歳まで。

■問い合わせ＝体力つくりスイミン

グスクール（智58－3343）へ。

＠の体育施設
無料開放日は＠目画です

第3回当間GS大会
■と　き二3月27日（日）

■ところ＝上越国際当間スキー場

■種目（大回転）二〉小学4年以下

男女〉小学5・6年男女〉中・高校

男女〉成年男1・2・3部〉成年女子

■参加料二小・中・高校生：1，000

円、一般：1，500円（申込時に納入）

■申し込み二3月15日（幻までに当間

スキー場事務局（盈58－3291）へ。

全国スキー大会で入賞

全国中学校スキー大会　　（敬称略）

　（2／3～5　鳥取県大山町）

窟女子リレー3位：山内京子（十日

町中3年、新潟県代表）寧1女子5km

5位：山内京子

全国高等学校スキー大会

　（2／8～15　北海道旭川市）

窺男子リレー3位：十日町高校（佐

藤昭則、星野一夫、大嶋次郎、山本

秋彦）窺女子リレー9位：十日町実

業高校（富沢晴美、小原美佳、板場

由美子）同10位：十日町高校（春日

恵美子、桑原弥生、関口満恵）窺女

子10km8位：春日恵美子（十日町高）

国民体育大会冬季大会

　（2／23～26　岩手県安代町）

窺女子リレー4位：小原美佳（新潟

県代表）窺少年男子リレー4位：大

嶋次郎（新潟県代表）窺大回転成年

女子1部A3位：本間寿（十日町ス
キークラブ）

ユ0



［二悔蜘峰過

6月13日で時効です

　　特別弔慰金
　特別弔慰金の請求手続きが済んで

いない人は、早めに社会福祉事務所

で手続きをしてください。

　また、　「第4回特別給付金国庫債

券等の担保貸付」　「第20回・30回特

別給付金国庫債券の担保貸付」を希

望する人は、社会福祉事務所援護係

（盈内線133）へご連絡ください。

無料、秘密は守られます

　　酒害相談
　酒について悩みをお持ちの人は、

お気軽にご相談ください。

■日　時＝3月23日㈱

　　　　　午後1時半～3時
■会　場＝十日町保健所

■申し込み＝十日町保健所（智57－

2400）または保健衛生課保健衛生係

（盈内線139）へ。

募集します

十日町少年少女発明クラブ員

　紙工作や電気工作、パソコンの勉

強、県発明工夫展の見学をしたりし

ます。

■募集人員＝小学校4年生から中学

校3年生まで、80人を予定。

■活動場所＝理科教育センター（十

日町中学校内）

■活動期間＝4月から11月まで約20

回、隔週の土・日曜日の午後。

■費　用＝傷害保険料と材料費で約

3，000円です。

■申し込み＝学校の担任の先生へ。

体が資本です

　　健康まつり
　飛渡地区公民館と保健衛生課の共

催で「健康まつり」を開きます。ど

うぞ参加してください。

■日　時＝3月20日（日）

　　　　　午前10時～午後3時半

■会　場＝飛渡地区公民館

■内　容二午前の部／3代目・八光

亭春舗師匠「笑う門には福きたる」

午後の部／大和総合病院長・黒岩卓

夫先生「明るい健康な地域づくり」

ユユとr・おガ夢3昭和63年3月10日

市役所智57－3111（〒948千歳町3－3）

国民年金保険料、4月から変わります
4月から、国民年金保険料が7，400円から7，700円（月額）になります。

付加保険料は変わらず、400円（月額）です。

前納（4月～64年3月までの1年分）するとお得です。

　　　　　　　　〈定額保険料＞＜付加保険料＞　　＜年額＞

　前納の場合…………90，170円　＋　4，680円　＝　94，850円

　前納でない場合……92，400円　＋　4，800円　＝　97，200円

口座振替日は、毎月26日です

　振替日が日曜日、祝祭日のときは翌日になン）ます。前納の人は4月に

振り替えます。

農業、自営業の人は必ず加入してください

　20歳以上60歳未満の農業、自営業の人は「第1号被保険者」です。国

民年金に加入して保険料を納めなければなりません。保険料を納めない

でいると年金がもらえなくなることがあります。

■問い合わせ＝市民課年金係（智内線144、145）へ。

バイク、軽四輪は軽自動車税です

　軽自動車税は、4月1日現在の所有者にか

かります。5月31日（火ぽでに表の金額を納め

てください。次の場合は税務課（125ccを越

えるバイク、軽四輪は購入先）で手続きをし

てください。

　①売買で名義変更をしたとき　　税務課に

ある用紙に必要事頃を記入し、新・旧所有者

の記名、押印をして提出してください。

　②車を使わなくなったとき（廃車）一ナ

ンバープレートと印鑑をお持ちください。

■問い合わせ＝税務課固定資産税係（盈内線

112）へ。

原付バイク50cc以下 　　円1，000

〃　　90　〃 1，200

〃　　125　〃 1，600

軽二輪250　” 2，400

二輪小型251cc以上 4，000

軽四輪乗車（自家用） 7，200

〃　貨物（　〃　） 4，000

小型特殊（農耕用） 1，600

〃　　（その他） 4，700

A7、　　　　と　き
　新しい時問へ

　労働基準法が40年ぶりに改正され、

4月1日から実施されます。主な内

容は、①法定労働時間の短縮②変形

労働時間制の導入③有給休暇制度の

改善一です。

　法定労働時間は、週48時間から46

時間になります。有給休暇は、最低

日数が6日間から10日間になります。

4月から労働基準法が変わります
　「モーレツ型」から「しっかり働

き、ゆっく1）休む」という社会情勢

の変化に合わせようとしたものです

が、事業所規模によって実施日に猶

予措置があります。詳しくはお問い

合わせください。

■問い合わせ二十日町労働基準監督

署（暦52－2079）へ。

15薦妻蛋沢；y㈱置灘霧輸隅講
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　囹親が手本を示しましょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　例年3月は、1・2月に比べて　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i交通事故が多くなる時期です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

iん！子どもさんを連れて左側を歩　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
lく、そんなことありませんか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
L顕＿劉＿召召一冨召＿劣＿一襯＿＿＿縞＿レ＿召國＿一＿召距＿．尻＿＿＿＿一＿冨凋＿＿＿＿＿＿剛＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

市町村名 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市 5（2） 6（3） 0（0）

川西町 1（1） 1（2） 0（0）

津南町 1（3） 3（4） 0（0）

中里村 0（0） 0（0） 0（0）

小　　計 猟6〉 10（9） 0（O）

累　　計 15（13） 22（15） 0（1）
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　上杉氏の検地と太子堂

　
上
杉
謙
信
の
後
を
継
い
だ
景
勝
が
、

会
津
へ
移
封
さ
れ
る
直
前
に
実
施
し
た

検
地
帳
が
太
子
堂
に
残
っ
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
検
地
帳
は
、
　
コ
、
本
壱
石
五

斗
　
見
出
五
斗
　
う
た
の
助
」
と
“
う

形
式
で
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

文
禄
五
年
（
慶
長
元
年
一
五
九
五
）
か

ら
翌
年
の
慶
長
二
年
に
か
け
て
、
河
村

彦
左
衛
門
尉
が
検
地
奉
行
と
し
て
行
っ

た
検
地
帳
の
写
し
で
あ
る
と
み
ら
れ
ま

す
。　

こ
の
検
地
帳
か
ら
戦
国
時
代
末
ご
ろ

文禄年問の検地帳

の
村
の
あ
り
さ
ま
が
よ
み
と
れ
ま
す
。

表
紙
に
は
、
　
「
吉
田
源
三
分
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）

謙
信
の
死
後
、
景
勝
の
家
臣
で
妻
有
の

守
備
に
当
た
っ
て
い
た
吉
田
源
左
衛
門

尉
は
、
通
称
は
源
三
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
源
左
衛
門
尉
は
景
勝
の
譜

代
の
家
臣
で
あ
る
「
五
十
騎
組
」
に
属

し
て
お
り
、
太
子
堂
に
所
領
を
与
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
　
「
大
井
田
郷
太
子
た
う
村
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
　
「
大
井
田
」
の
郷

名
は
江
戸
時
代
以
前
に
も
使
わ
れ
て
い

た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
南
北
朝
時
代
に
活
躍
し
た

大
井
田
氏
の
本
拠
地
を
考
え
る
上
で
大

き
な
手
が
か
り
に
な
る
こ
と
で
す
。
吉

田
源
三
の
所
領
で
あ
る
太
子
堂
の
村
を

ま
と
め
、
年
貢
な
ど
の
徴
収
に
当
た
っ

　
　
　
　
　
　
ち
ゅ
う
じ

て
い
た
の
が
「
中
使
」
と
い
う
肩
書
が

付
け
ら
れ
て
い
る
新
兵
衛
で
す
。
新
兵

衛
は
「
道
の
下
」
な
ど
に
自
分
の
名
請

地
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
中
使
の
役
料

と
し
て
「
中
使
め
ん
」
と
呼
ば
れ
る
土

地
が
年
貢
免
除
の
形
で
与
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
村
に
は
、
円
龍
寺
と
呼
ば
れ
る
寺
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
天
正
年
間
の

創
建
と
い
わ
れ
る
円
通
寺
の
名
が
見
当

た
ら
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

。
一
。
へ

＝
　
　
　
6

7
二

7

地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
尽
力

　
62
年
度
市
政
功
労
者
に

一39一

　
　
　
岩
田
　
寅
二
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
泉
一
・
8
5
歳
）

　
市
体
育
協
会
の
副
会
長
、
吉
田
地
区

体
育
協
会
の
会
長
を
、
と
も
に
初
代
と

し
て
四
期
八
年
間
務
め
ま
し
た
。
ま
た

市
軟
式
庭
球
連
盟
の
設
立
に
努
め
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
を
誕
生
さ
せ
、
軌
道
に

の
せ
る
と
い
う
大
事
な
時
期
を
リ
ー
ド
。

そ
し
て
続
く
長
年
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
三
月
三
十
一

日
に
市
政
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
す
。

　
「
学
生
時
代
、
教
員
時
代
と
い
ろ
い

ろ
や
り
ま
し
た
よ
。
だ
か
ら
私
の
は
雑

炊
だ
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
」
。
庭
球
、

弓
、
剣
道
、
短
距
離
、
卓
球
と
、
指
を

折
り
な
が
ら
の
顔
は
懐
か
し
そ
う
で
す
。

ぎ

繍懸

畠
一

灘お繍灘筑吊雑　蟻簿i製嘱

　
「
城
ケ
丘
に
庭
球
コ
ー
ト
が
あ
っ
た

く
ら
い
で
、
ほ
か
は
学
校
の
施
設
だ
け

り
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
何
で
も
よ
い
か
ら
取
り
組

　
　
　
　
　
　
　
こ
・
つ
そ
く

は
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
で
足
腰
の
老
化
を

防
い
で
い
る
そ
う
で
す
。
　
「
私
の
自
論

は
『
ス
ポ
ー
ツ
は
国
の
勢
い
』
、
ス
ポ

ー
ツ
が
伸
び
な
け
れ
ば
地
域
も
発
展
し

が
ふ
く
ら
む
響
き
が
あ
り
ま
す
よ
」
。

今
月
十
六
日
で
八
十
六
歳
に
な
り
ま
す
。

で
し
た
よ
。
今
の
体
育
施
設
の
充
実
ぶ
　
…
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
で
ほ
し
い
ん
で
す
よ
」
。
　
　
　
　
　
難

　
五
十
年
に
心
筋
梗
塞
を
患
っ
て
か
ら
　
網

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
都
市
、
夢
…
”

●連絡は一

総務課文書広報係
盈57－3111内線213・214

垂
市
報
2
月
m
日
号
（
小
学
校
4
年
生

「
社
会
」
で
雪
国
・
十
日
町
を
学
習
）

で
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
、
冬
休
み
を

利
用
し
て
の
冬
期
学
校
、
雪
国
体
験
ツ

ア
ー
に
自
宅
の
部
屋
を
提
供
と
い
っ
た

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
り
、
克

雪
・
利
雪
ア
イ
デ
ア
実
例
集
を
送
っ
て

い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
も

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
ど
う
ぞ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

垂
市
の
仕
事
は
四
月
か
ら
翌
年
三
月
が

一
年
の
区
切
り
。
今
年
一
年
間
、
市
報

を
少
し
模
様
替
え
し
ま
し
た
が
、
よ
り

読
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
四
月
か
ら
ま

た
少
し
模
様
替
え
を
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齢糖妙自然
⑫マルバマンサク

　山地にごく普通に見られる落葉

低木です。ほとんどの樹木が冬の

眠りから覚めないでいるころ、黄

色の花を枝いっぱいにつけるので

春を待つ人々の目を楽しませてく

れます。太平洋側に咲くマンサク

に似ていますが、葉の先が丸くな

っているのでマルバマンサクの名

がついています。

　マンサクの名の由来については

早春、他の樹木に先がけて花を咲
　　　　　　　　　ま
かせることから、「先ず咲く」と

いう意味で名づけられたとする説

が一般的に知られています。

市の木

市の花山つつ

ユ2
）2月29日現在

住民基本台帳
人口47，609人（前月比＋8） 男23，355人（±O） 女24，254人（＋8） 世帯数12，336（一12




